
2022年 1月 27日 

 

第 5回 放送番組審議会 議事録 

 

 

○日 時：2022年 1月 27日(木) 19時～20時 / 成美教育文化会館 3F研修室 

○内 容 １．TOKYO854の営業概況 

     ２．特定番組へのご意見・ご感想 ※委員は事前に番組を聴取済み 

３．放送番組全般の紹介 ※番組表より 

     ４．放送番組全般へのご意見・ご感想・Q＆A 

〇委員会出席者 

井上淑子(委員長) / 東久留米市文化協会 副会長 

島崎修      /  東久留米市役所産業政策課長 

新井啓明  /  ルネこだいら 事業課長 

栗原孝典  /  東久留米氷川神社 禰宜
ね ぎ

 

栗山丈弘  /  こだいら観光まちづくり協会代表理事 ＊新任 

※植田貴俊（瀬市役所秘書広報課長）は所用のため欠席 

〇TOKYO854出席者 

 髙橋靖(代表取締役)  土田健太郎(取締役)   小梶雅善(局長) 

 

１．TOKYO854営業概況 /  高橋代表より報告   

・昨年 7月に、放送エリアを従来の東久留米市に加え、小平・清瀬市の 3市に拡大できた。 

・これまで 2Wであった電力が 10Wに増力され、エリアの皆さんは番組を楽しく聴いてい

ただいていると思う。 

・今回の委員会から新任の栗山さんに参加いただき、番組審議委員会も東久留米・小平・清

瀬 3市のメンバーでバランス良く構成できた。 

・昨年末に小平市と災害時放送協定を締結した。そして本来は大企業が中心である地域活性

化包括協定を清瀬市と締結できた。嬉しさと共に責任を感じている。今後は中身が重要。 

 皆様の期待に応えられるように精進したいと思っている。 

  

２．特定番組への委員からのご意見・ご感想 ※委員は事前に番組を聴取済み 

番組： 「おはよう 854」 毎日月曜日～金曜日 9時～11時（2時間枠） 生放送 

  ＊小平・清瀬・東久留米 3市の天気予報や交通情報をはじめ、住民に皆様に役立つ 

行政関連情報、生活情報を、時にはゲストをお迎えして生放送でお届け！ 

（島崎委員）この日の番組は、定番の情報コーナーに加えて、有名人の訃報、コロナ禍、 

 イベント等、情報が満載過ぎて少し心配になった。とは言え、多くの情報を朝から聴くこ



とができるので良い番組だと思う。明るく楽しい進行が良かった。 

（栗原委員）聴く人にとっては番組内で欲しい情報が一つでもあればいいと思う。例えば、

受験当日が雪だったら地域の天気予報・交通情報は大切。番組は色々な方が聴いている。 

 その人が今必要としている情報、その人に合った情報を提供できればいいと思う。 

（栗山委員）パーソナリティ 2人の軽妙なトークが面白かった。明るいニュース、シリアス

なニュースを織り交ぜながらの進行も良かった。 

・情報が多すぎる面もある。3つの市の放送局だから情報発信には交通整理が必要。特に何

処の市の話なのかが分からず気になった。例えば、「中央図書館では～」と紹介する時は、

何処の市の中央図書館なのかが欠けていた。「小平市の中央図書館では～」と案内すれば

他市の住民にも理解しやすいと思う。長い話になった場合は、何処の市の何について話し

ているのかを途中でも紹介した方が良いと思った。 

（井上委員）同様です。3市にエリアが拡大したことで、どこの市の話なのかどこの地域の

話なのかを整理して欲しいと思う。 

・朝の番組だから聴く人は決まっていると思う。ドライバーにとっては地元の交通情報はと

ても役立つと思う。毎朝決まっている時間に放送されるのだから。 

 ワチャワチャした元気な番組スタートの一方で、大切な情報が盛り込まれていた(笑) 

（新井委員）私も栗山委員と同じ考え。何処の市の図書館なのか？うっかり言い忘れてしま

う。TOKYO854は現在では広いエリアに関わっている。いろいろな人が聴いているとい

う視点を忘れないでいただきたい。 

・交通情報はこの周辺の道路状況が分かってとても便利だと思った。 

 

３．放送番組の紹介 /  小梶局長より  

＊CLUBくるめラマガジン番組表より週間・月間の放送番組を紹介 

・平日は朝 8時～深夜 2時まで生放送を核に放送。土日は再放送が中心。 

・朝 9時～11時(2時間枠)、12時台、17時台は地域情報番組を放送。なかでも 12時台は、

小平・清瀬・東久留米各市に特化した番組を月・水・金でそれぞれ放送中。 

・スポンサー提供のオリジナル番組が増加。開局当初はほとんど無かった。地域の皆様から

のご支援・ご協力とスタッフの頑張りのお蔭だと思う。 

・オリジナル番組は、日中はテーマ性、夜は娯楽性を重視した番組を放送している。 

・月 1回の番組が増え、現在では多くの出演者やスタッフが局に関わっている。 

 

４．放送番組全般へのご意見・ご感想・質疑応答 

（島崎委員）仕事の外出時に役所の車で TOKYO854を聴いている。以前は遠くまで行くと

電波が届かずイライラすることがあった(笑)  

・他の者は六本木の風を味わいたいらしく J-WAVE にチャンネルを合わせているが、 

 TOKYO854は地域の特徴である緑と水の風が感じられていいと思う。 



・地域の情報発信基地として頑張っていただきたい。 

（新井委員）電車ではスマホの「FMプラプラ」を利用している。車ではラジオ。 

小平市の奥の方は雑音が入るが気にせずに聴いている。 

・先日の TOKYO854 の選挙開票速報を聴いた。ラジオではどうなるのか？と思っていた

が、状況がリアルに伝えられ、パーソナリティの力量を感じた。 

・J-COMと取材を共有できたのは画期的だった。今後も可能性が高まると思う。 

（髙橋代表）今回は J-COMとタイアップしたが、ラジオしかできないことがある。 

 例えば、開票速報が場内に流れる前にいち早く速報を伝えることができた。 

 各候補者の事務所へも同時に取材ができた。タイアップによる人員増も好結果につなが

ったと思う。 

（栗原）私は東久留米生まれ・育ち。隣の清瀬市・小平市の情報を聴くことができてとても

良い。今までは東久留米の街だけの話題で良かったが、今後は 2 つの市を意識した放送

が必要になると思う。 

・田無警察署からの振込詐欺等の情報は市民にとって大変役立つと思う。 

（栗山）オリジナル番組が増えて良かった。それぞれにテーマ性があると思う。 

・反面、現在の番組には“食”が足りない気がする。北多摩地区は元気な農家が多い。 

 例えば、“食と農”の切り口にして地域らしさを打ち出すことも検討いただきたい。 

（井上）この地域は大災害時でも、地産地消、飲み水・食べ物が確保できる。都心よりも安

心して住める場所。だからこそ 3市が手を結んでやることが重要だと思う。 

・いざという時にラジオを聴いて、地域住民が安心して正しい情報を収集できるようお願い 

 したい。「ここに行けば安全ですよ、ここに行けば食べ物が手に入りますよ」等 

・コロナ禍でイベントがなくなっている。他市でのイベント情報を聴けば足を運びたいと思

う。楽しい面、そして防災面もしっかり放送をお願いした。 

―以下は委員との Q＆A― 

Q：情報番組にスポンサーはついているか？ 

A：一部の番組にスポンサーはついている。力を入れている番組なのでぜひスポンサーから

の支援をいただきたい。交通情報のコーナーは自動車販社から提供いただいている。 

 ちなみにこの交通情報は某関連企業より有料で情報を仕入れている。 

Q：エリア拡大でリスナーは増えているか？ 

A：以前と違って聴いている人が増えていると実感している。街で「聴いてるよ！」と声を

掛けられることが多くなった。 

・小平市、清瀬市には広報紙で TOKYO854の記事を掲載いただいた。少しずつこの新しい

地域で知名度は高まっていると思う。今後は、局の認知度を向上させるために、早急にネ

ットワークづくりを行いたいと思う。 

 

 


